
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

    

 

  

 

  令和 7 年第 5 回（ 6 月） 

西 原 町 議 会 定 例 会 

一 般 質 問 通 告 

質 問 日 質   問   議   員 

6月 6日（金） 

3人 

① ① 伊 集  悟 ② 前 里 光 信 ③ 新 田 宗 信 

   

6月 9日（月） 

3人 

 

④ 山 城 勝 貴 ⑤ 仲 松  勤 ⑥ 屋比久  満 

   

6月 10日（火） 

3人 

⑦ 真栄城  哲 ⑧ 儀 間 駿太郎 ⑨ 喜 納 昌 盛 

     

6月 11日（水） 

3人 

⑩ 大 城 誠 一 ⑪ 長 浜 ひろみ ⑫ 伊 計 裕 子 
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         一般質問通告内容（令和７年 第 5 回定例会） 

質 問 者 ① 伊 集  悟  議 員 質問の相手 

１．カスハラ・モ

ンペアから職員

や教職員を守る

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「先生たちの

ＳＯＳ・メッセー

ジ展」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．子どもをネッ

ト犯罪の被害者

にも加害者にも

しないために 

 

 

 

 

 

利害関係者による理不尽な要求や苦情、言動を繰り返すな

どのカスハラ（カスタマーハラスメント）やモンペア（モン

スターペアレント）は、職員や教員の安全を脅かし、心身の

不調を招き、休職や離職にもつながる大きな問題です。そこ

で伺います。 

 

（１）令和２年の自治労の実態調査では、カスハラ経験者 

が４６％、カスハラ目撃者が３０％と大変深刻な状況

だと思います。本町の職員に対する状況はどうか。 

 

（２）学校現場での実態について。 

 

 

３月に教員などでつくる「沖縄の教職員の働き方を考える

会」が現場の先生方の生の声を伝えることで、過重な負担を

減らし、子どもたちと向き合う時間を増やすことにつなげよ

うと「先生たちのＳＯＳ・メッセージ展」が開催されました。

１２４枚のパネルには切実な叫びが書かれており、あらため

て実効性の高い働き方改革の取組が必要だと痛感しました。 

同会から各市町村の教育委員会に送付するとのことでし

たが、本町の学校現場でも同様な声や課題があると考えます

が、見解を伺います。 

 

 

スマホやタブレットなどの急速な普及により、子どもたち

がトラブルや事件・犯罪に巻き込まれてしまうケースが増え

ています。警察庁の資料によると、スマホやタブレットの普

及にともない、ネット犯罪の被害が右肩上がりで増え続け、

２０２０年以降、中学・高校生については下降傾向ですが、

小学生は増加傾向にあります。そこで伺います。 

 

（１）本町の児童生徒のネットトラブルや犯罪被害等の状況

について 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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４．被害者を生ま

ないための再犯

防止の取組につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童生徒がネット犯罪の被害者にも加害者にもならな

いためにどのような対策を講じているか。 

 

（３）就学前のネット安全教育の取組について 

 

 

昨年３月議会で再犯防止推進法に伴い、地方公共団体にも

再犯防止に関する施策の実施責任があることを確認したう

えで、地方再犯防止推進計画の策定（努力義務）の現実的な

方策として、地域福祉計画（Ｒ４～Ｒ８）への包含を提案し

ました。 

「重要な計画と認識している。今後他市町村の策定状況の

情報収集を行い、地域福祉計画に盛り込めないか検討する」

との答弁をいただきました。今年度は、地域福祉計画の見直

しの時期にも差し掛かりますが、取組状況を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

質 問 者 ② 前 里 光 信  議 員 質問の相手 

１．町政運営につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）新型コロナウイルスに依る感染症は今のところ町内に

於ける実状はどのようなものでしょうか。 

 

（２）少子高齢化の波は西原町にどうな進行状況でしょう  

か。（町内の人口の動態） 

 

（３）高齢者の福祉について 

   ア．町内の方々の年金受給の実状について 

（ア）国民年金を受給している方々の人数及びそ  

 の平均額は？ 

（イ）厚生年金の受給者の人数及びその平均額は  

いくらですか。 

 

（４）ふるさと納税の返礼品の開発は今どうなっているか。 

 

（５）有機フッ素化合物（PFAS）による地下水などの汚染

は西原町で今どうなているか。 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

町 長 
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２．教育行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）西原町学力向上推進協議会の実態について（中学校区  

別）に説明されたい。 

 

（２）町内のヤングケアラーの現状について質す。 

 

（３）子どもたちが自転車を活用する姿が時々見受けられ   

るが、その安全教育は今どうなっているか。（ヘルメ   

ット着用等）（スマホ、傘）ながら運転？ 

    

   

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育長 

質 問 者 ③ 新 田 宗 信  議 員 質問の相手 

１．施政方針より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）『平和で人間性豊かなまちづくり』について 

ア．地域活性化事業の推進 

（ア）自治会加入率について行政が協力できる方法と

これまでの実績について見解を伺う。 

（イ）昨年度と今年度の町職員の自治会加入率は、ど

うなっているのか。 

（ウ）地域における一括交付金事業の活用をどのよう

に考えるか見解を求める。 

（エ）内閣府の沖縄振興予算の執行率は高くて 5 割

少々にとどまっている状況にある中で民間と市

町村だけが申請できる事を考慮するならば、認

可地縁団体と協力しての導入へつなげる考えは

ないか伺う。 

（オ）琉大病院の後地利用について現状と課題につい

て伺う。 

イ．南部広域行政組合の焼却施設の設置について、その

後の報告と今後のスケジュールを求める。 

 

（２）学校給食費の無償化について 

ア．今年度の計画と問題点を求める。 

イ．その後、給食費の無償化に向けた取り組みをどのよ

うに議論がなされたか伺う。 

ウ．農福連携と学校給食の食材の確保または取組につい

て伺う。 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

農業委員会長 
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２．町政運営につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スポーツ・レクリエーション活動の推進 

運動公園施設や学校施設を広く町民に開放し、健康づ

くりや交流の場として利活用を推進するとあるが特

に屋外活動については照明灯の照明時間が焦点とな

るが現状の照明の時間帯を改めて伺う。 

 

 

（１）『安全で環境にやさしいまちづくり』について 

ア．消防・防災体制等の確立 

（ア）『災害等から町民の身体、生命及び財産を守る』

と掲げていますが一人暮らし又は高齢者世帯

への取組や周知はどのように行われているか。 

（イ）本町における消防力の強化を図るうえで西原 

分署の建て替え計画の現状と課題を伺う。 

（ウ）本町の水害対策について見解を伺う。 

 

（２）区画整理事業について 

ア．現在行われている区画整理事業の進捗状況と完成事

業年度を伺う。 

   イ．仮換地の際、アパートへの入居を余儀なくされてい

る１８世帯への一般会計より令和５年度末での充当

額１億７，８００万円とのことでしたが、令和６年

度末時点での累積充当額を伺う。 

 

（３）『豊かで活力のあるまちづくり』について 

ア．農業の振興 

（ア）本町の遊休地の実態と対策を求める。 

（イ）農業委員会の役割と農業政策の周知を図るうえ

での見解を伺う。 

（ウ）地産地消をどのように育むのか、その後の実績

を購入額にて伺う。 

（エ）農業委員のタブレットの配布状況と利用状況を 

伺う。 

 

イ．観光振興および都市基盤施設の整備について 

（ア）改めて西原町の観光資源とは何を表すのか。 

     経済効果の指数を求める。 

（イ）地域再生計画の策定についての取組と見解を伺

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

  

 

 

町 長 

農業委員会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

農業委員会長 
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３．行財政改革に

ついて 

 

 

 

 

う 

（ウ）モノレール駅の再開発を含めた都市基盤施設の

位置づけをどのように考えるか見解を求める。 

 

ウ．道路網及び排水施設の整備について 

（ア）小波津川の人道橋の立替に伴う解放(利用)をい

つから実施する考えか伺う。 

（イ）金秀鉄工横の新設道路整備について見解を伺

う。 

 

（４）その他 

 ア.里道等整備について 

 （ア）平園 1 号線の延伸に位置する里道について 

 （イ）呉屋１５６に隣接する水路の利活用について 

 

 

（１）職員の定期昇給について 

平成２５年度に政府より５５歳からの定期昇給の見

直しが出されたかと思うが本町における現状と今後

の見直しについての見解を求める改めて伺う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

質 問 者 ④ 山 城 勝 貴  議 員 質問の相手 

1．福祉行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉行政について以下の点を伺います。 

（１）認知症高齢者の家族やヤングケアラーを含む家族介護

者支援の取組状況について伺います。 

 

（２）地域包括支援センターの業務負担軽減と質の確保につ

いて担当者会議議事録、地域ケア会議議事録やケアプ

ランなどの AI 化について見解を伺います。 

 

（３）西原町高齢者保健福祉計画（ことぶきプラン）では重

層的支援体制整備事業等による障がい者福祉や児童

福祉など他分野との連携促進が記載されていますが

進捗状況を改めて伺います。 

 

町 長 
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2.ハラスメント

について  

 

 

 

3.地域公共交通

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.こどもたちの

安全な教育環境

（４）介護保険の第 2 号被保険者の介護認定者が増えつつあ

ります。制度の周知について取り組み状況を伺います。 

 

（５）高齢者などの買物弱者支援について現在の取り組み状

況を伺います。 

 

（６）ほのぼのプランでは町内企業と就労系サービス事業所

の連携機会の確保が掲げられています。そこで以下の

点を伺います。 

ア．障がい者の雇用推進を図るため、就労部会や就労

系サービス事業所と町内企業が意見交換する場を

設け、求人、求職双方の実情把握と、連携を行う

とあります。進捗状況について伺います。 

イ．障がい者と企業のマッチングを行い、お互いが望

む形で障がい者が就労していけるように支援等努

めるとあります。進捗状況について伺います。 

 

（７）車上生活者の把握と対応について現在の状況を伺いま

す。 

 

 

行政窓口や電話対応における悪質なクレームや過剰な要

求など、役場利用者からのハラスメント（カスタマーズハラ

スメント）に対する対応、対策について伺います。 

 

 

公共交通や免許返納者への支援について以下の点を伺い

ます。 

（１）町内循環バス、コミュニティバスについて西原町単独

ではなく、近隣市町村と連携して広域での運行は検討

可能か伺います。 

 

（２）免許返納を条件としたタクシー割引券（回数券）など

の配付は検討可能か伺います。 

 

 

こどもたちの安全な教育環境整備について以下の点を伺

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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整備について 

 

（１）４月、５月と立て続けに町内各所で不審者情報が続い

ています。教育委員会としての対応と対策を伺います。 

 

（２）4 月 10 日に奈良市にある学校のグラウンドに雷が落

ち、部活動をしていた生徒 6 人が病院に搬送された事

故がありました。これまでも落雷にこどもたちが巻き

込まれる事故が発生しています。避雷針の設置には基

準がありますが、子どもたちの安全を考慮する上で学

校施設においても避雷針を設置し対策は必要である

と考えます。見解を伺います。 

 

（３）坂田小学校前の交差点について、町道と県道が交差し

ている箇所になりますが、朝の登校時間帯、下校時間

帯だけでも歩車別信号への切り替えを求める声もあ

ります。町としての見解を伺います。 

 

（４）各学校の周辺において経年劣化で消えかかっている横

断歩道が散見されます。坂田小学校付近では坂田ハイ

ツ内の横断歩道や棚原のローソン付近の横断歩道な

ど短い距離の横断歩道などが例として挙げられます

が、場所の把握と補修等について現状を伺います。 

 

 

 

 

質 問 者 ⑤ 仲 松  勤  議 員 質問の相手 

１．国民保護法に

基づいた防災計

画の策定を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年の国民保護法施行を受け、各自治体が避難パターン

を策定するようになりました。着上陸侵攻や弾道ミサイル攻

撃、航空機からの攻撃など８類型を想定し市町村が避難経路

や場所、手段を定めることになっています。また沖縄は台湾

に近く、米軍専用施設も全国の約 70％が集中する地政学的に

特殊な地域になっていますので、国民保護計画の策定は単な

る行政上の義務ではなく住民の命を守るリアルな戦略その

ものとも言えます。 

国民保護法の意義と必要性を考えてみると、まず脅威の具

体的なものはなにかを知る必要があります。それは弾道ミサ

イルやテロといった武力攻撃なのか、地震や台風、洪水など

の大規模災害なのか、あるいは科学生物・原子力災害・サイ

町 長 
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２．民生委員の処

遇改善を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バー攻撃・インフラ障害といったものなのか、我が西原町に

おいてはどのあたりに焦点を当てた計画の策定がなされる

べきなのかが大切です。また保護計画に基づく避難計画等は

住民自身が理解できるレベルに落とし込むことが大事であ

り、例えばハザードマップの見直し、指定避難所の明示、要

配慮者(ようはいりょしゃ)のリスト化、自治体職員と関係機

関・町民との合同訓練計画といった案もあげられるかと思い

ます。 

以下を問います。 

（１）西原町においての国民保護計画はあるか 

（２）国民保護計画並びに避難計画策定の課題について 

（３）具体的な避難計画の策定や地域住民への情報提供、地

元警察や消防・自衛隊その連携が必要であると考える

が、基本的な国民保護法に対する取り組みの意義を問

う 

（４）那覇市・浦添市は国民保護法に基づく避難計画を実施

しています。避難訓練の意義や効果について町長の見

解を問う 

 

 

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委託され、各市町

村の民生委員・児童委員協議会へ配置される非常勤の地方公

務員と言われています。その役割は多岐に渡りますが、基本

的にボランティアであるため、報酬はなく交通費や通信費な

どの支給のみで活動を行っています。民生委員は、物価高騰

やコロナ禍の波及(はきゅう)、急激な少子高齢化、核家族化

による家庭機能の低下、年々複雑多様化する福祉需要に対応

し、それぞれの担当地域で必要な援助やサービスを行政や関

係機関につなぐなどの役割を担っております。加えて、詐欺

や悪質商法などの注意喚起、夏季の熱中症予防の呼びかけ、

高齢者の見守り、子どもたちへの声掛け、地域住民の健康や

介護の悩み、子育ての不安、経済的困窮(こんきゅう)などさ

まざまな生活上の相談相手として活動し、さらには災害時の

要援護者(ようえんごしゃ)を支える役割も明記されるなど

大変な労働状況であることがわかります。また、毎月の定例

会や研修会を通じ、委員間の情報交換を行いながら、スキル

を高めて活動にあたっています。以下を問います。 

（１）民生委員の発足のきっかけや成り立ちはなにか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．子育て支援対

策の強化を！ 

 

 

 

 

 

 

 

４．生徒の成長を

多角的に支え、教

員の負担軽減に

つなげる教育改

革を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）民生委員の平均年齢・充足率を問う、また 50％となっ

た場合の奉仕活動（仕事量）は倍増となるか問う 

（３）民生委員の成り手不足の中、打破すべき施策は 

（４）民生委員の費用弁償の充実を図る必要があるが見解を

問う 

（５）民生委員の業務が町民の福祉全般を支え、子ども達か

らお年寄りまで寄り添い多岐に渡って町の安全な暮

らしや町づくりに寄与しています。委員の無償制度の

抜本的な改定が必要です。県や国に強く訴えるべきと

思いますが見解を問う 

 

 

文教の町西原の子育て支援として、これまでも何度も要望

しております子ども医療費の助成対象を 18 歳までとする医

療費拡充の実現は大変重要であり、多くの町民の願いです。

次年度からの実現を強く要望します。以下を問います。 

（１）こども医療費助成対象を 18 歳まで引き上げている県

内自治体では具体的にどの市町村かを問います 

（２）西原町で 18 歳までの医療費助成拡充を行う場合の具

体的な予算はどの程度になりますか 

 

 

チーム担任制の推進について 

クラス担任を固定せず、複数の教員がローテーションで担

任になる「学年チーム担任制」を那覇市立鏡原中学校が導入

したようです。琉球大学教職大学院の村末准教授は「担任一

人だと生徒の言動や気持ちの捉え方に偏りが生じる場合が

あるが、チーム制の場合、複眼で捉たことを出し合い、生徒

とのかかわり方を編み出すことができる。チームで教育の質

を上げて力を発揮し、生徒から信頼されるチームをつくるこ

とが重要だ。一方で責任の所在や問題が起きた場合の対応者

が曖昧になるといった問題が懸念される」と述べています。

生徒にとっては複数の担任の中から、相談しやすい教員を選

ぶことができるなど、多くの目で生徒を見守る事は、いじめ

問題などの早期発見につながることも示唆されています。ま

た教員らも担任でない期間は教材研究に時間を充てるなど

して指導力の向上を目指すことができるなど、担任業務の分

担は働き方改革の面でも画期的な取り組みであると言えま

す。我が西原町においても、チーム担任制の導入を検討する

予定はありますか、見解を問います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

 

 

５．西原町火葬場

整備基本構想及

び計画の早急な

策定を 

 

 

 

 

 

６．町民の生命や

財産を守るため、

災害に強いまち

づくりを 

 

 

 

７．MICE施設早期

建設について 

 

 

８．産業基盤整備

事業について 

 

 

 

西原町火葬場調査報告を踏まえ、目指すべき火葬場の機

能・規模や望ましい事業整備手法の選定に必要な事項の実行

検討を行い、火葬場の基本計画の策定を早急に取り組む必要

があると考えます。 

本計画が実施設計の指針となり、火葬場建設や都市計画決定

手続きなどの関係法令、諸手続きの円滑化に資すこととなる

ため一刻も早い実施計画を強く要望します。 

町長の見解を問います。 

 

 

西原町小那覇工業団地の河川排水ができずに大雨のたび

に水没してしまうことに対し、町議会及び地域関係団体、町

長とともどもに国や県に対応を要請して参りました。それを

踏まえ町としては関係機関と連携しながら浸水被害対策に

取り組んでいるとの事です。その後の県の対応についての進

捗を問います。 

 

 

マリンタウン地区の大型 MICE計画の課題と実現の進捗状況 

 

 

 

国道 329号西原バイパスの整備に伴い、移転を余儀なくさ

れる企業移転先地の区画整理事業について、完成成時期、予

算規模、区画整理規模（具体的な区画平均坪数など）、主体

事業主について問う 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

質 問 者 ⑥ 屋比久  満  議 員 質問の相手 

１．交通行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ３月議会でも取り上げましたが、国道３２９号線与

那原交差点の信号機は、４ヶ所とも矢印信号等の設置

したおかげで、スムーズになりました。 

国道３２９号線与那原向けの、我謝入り口にポール

が新設されており、地域住民から我謝地内へ右折がし

にくく、逆に事故や渋滞に結びついていると苦情が寄

せられているが、以前のように、ポールが無い状態に

戻す考えについて、お聞きします。 

 

ア．前回の答弁で、ポール設置は、暫定的だとお聞き

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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２．ＰＦＩ事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．開発について 

 

 

 

 

 

 

 

しましたが、見解をお伺いします。 

 

イ．与那原バイパス交差点付近の我謝地番の住宅が、

一部収用されているようですが、同交差点の拡幅

時期を伺います。 

 

（２）去る４月２３日に未明に、国道３２９号我謝(修理工

場近く）で国道を歩いていた男性と中型トラック衝突

し死亡しました。同国道沿いは、以前も死亡事故が発

生し、一般質問で信号設置の件で取り上げましたが、

路面表示のみでした。 

今後、町民の交通事故死の犠牲者を出さないために、

以下についてお聞きします。 

手押し信号機について町の見解をお聞きします。 

 

 

 西原町内の公園内に民間資金（ＰＦＩ事業）や、ノウハウ

を活用して飲食店や遊具等を設置して賑わいのある西原町

にしてもらいたいと考えています。 

 那覇市では既に昨年１０月に整備計画の地域説明会を開

催し本年土中に新都心公園パーク事業者の一員である会社

が「コナズ珈琲」が入居予定し本年土中に共用開始する予定

である。そこで以下についてお聞きします。 

 

（１）事業者を紹介するので、本町の本気度をお聞きしま

す。 

また、イルカ公園、町運動公園等にＰＦＩ事業を活用

する考えを、お聞きします。 

 

 

 本町に、コンビニ大手が小波津地域に、２号店を計画して

喜ばしいことですが、課題も山積しているようですが、以下

についてお聞きします。 

 

（１）本町へ届け出た、開発面積と事業開始時期をお聞きし

ます。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 
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４．ラケーション

制度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家族で過ごす時間や校外学習のため、平日に学校を休める

「ラケーション」制度が全国で広がっています。子供の遊び

や親の働き方改革につながり、観光産業の繁忙期の平準化も

図れると期待が有る。 

 県内でも２０２４年度に導入した、座間味村では、今年２

月に保護者アンケートで、回答者の７割が利用したか利用予

定であると回答した。 

 そこで、本町も導入の考えが有るかをお聞きします。 

 

 

教育長 

 

 

 

質 問 者  ⑦ 真栄城  哲  議 員 質問の相手 

１．西原町の重要

施策と課題。これ

から必要な取り

組みについて 

 

 

 

 

 

 

２．西原町ブック

スタート事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

３．西原町食生活

改善推進委員の

活動について 

 

 

 

本町は、教育・福祉・建設・総務部に、それぞれ部長が配

属されている。統括する部局において、以下の件を当該四部

長に伺う。 

（１）最重要施策は何か。現在、どの様な取り組みがなされ

ているのか。 

（２）進行中の施策において、課題は何か。 

（３）これからの西原町にとって、必要な取り組みは、どの

ようなことだと考えるか。 

 

 

「読書活動の推進」を目的に、平成２３年６月からスター

トしたが本町の財政難を理由に、平成３０年度より廃止とな

った。以下の件について伺う。 

（１）ブックスタートの重要性について、町長及び教育長の

考えを伺う。 

（２）現在は、当時のように財政が逼迫しているわけではな

く、当該事業の効果を考え早急に再開すべきではない

か。 

 

 

 西原町食生活改善推進員協議会は、平成１７年５月２０日

に会員２０人で発足した。町長より委嘱をうけ、食生活を通

じて赤ちゃんからお年寄りまで、町民の健康づくりについて

地域に密着し活動している。 

 以下の件を伺う。 

（１）当該協議会の意義やこれまでの活動について、町長は

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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４．パーク PFI

導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの様に評価しているのか。 

（２）本町の協議会は、会員の年会費のみで運営されていが、

県内すべての自治体も同様なのか。 

 

 

 これからの自治体は、人口減によりこれまで以上に財政運

営は厳しくなる。特に、老朽化や建て替えを含め、公共施設

や公園等の維持管理には莫大な予算が必要となり、本町の財

政運営にとっても大きな負担である。 

 以下の件を伺う。 

（１）本町は、パーク PFI 入について、どの様に考えている

のか。 

（２）本町の都市公園の直近５年の維持管理費及び、これま

での総額を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

質 問 者 ⑧ 儀 間 駿太郎  議 員 質問の相手 

１．安全について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本町の情報発

信について 

 

 

 

 

本町では様々な道路事業が行われています。それに伴って

渋滞が起きていたり、抜け道への通り抜け等で危険な状況が

あります。そこで以下についてお伺いします。 

 

（１）国道 329 号線我謝交差点にポールが設置され、我謝方

面に右折が難しい状況となっており、それに伴い渋滞

と通行者と車両の危険な状況が増えているとの声があ

ります。この現状を本町はどのように捉えているでし

ょうか。 

（２）東崎・兼久線の開通はいつ頃予定しているでしょうか。 

（３）本町にある、小中学校通学路の安全状況は現在どのよ

うな状況でしょうか。 

 

 

町民の方々に様々な媒体で情報発信しています。そこで以

下についてお伺いします。 

 

（１）各種 SNS で発信する内容をどの様に精査し発信してい

るでしょうか 

（２）本町として、現在の発信方法や内容に対する課題や今

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．教育施設にお

ける環境につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．防災・減災に

ついて 

 

 

 

 

 

後の展望はあるでしょうか。 

 

 

本町の小中学校における施設管理・整備・課題についてお

伺いします。 

 

（１）幼稚園・小学校・中学校の熱中症対策及び現場からの

要望等についての改善計画はあるのかお聞かせくださ

い 

（２）学校敷地内における、照明等に関して課題や改善する

予定があるかお聞かせください。 

（３）現在の施設における課題に関して本町の取り組みと考

え方はあるのかお聞かせください。 

 

 

災害時における取り組みについてお伺いします。 

 

（１）現在、災害協定はいくつ結んでいるでしょうか。 

（２）防災・減災の取り組みとして本町が行なっていること

はあるでしょうか。 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

質 問 者 ⑨ 喜 納 昌 盛  議 員 質問の相手 

１．諸般の政策や
対応について 
 

 

 
 

 

 

（１）琉球大学の医学部、病院が完全に移転した。今有る施
設の管理運営状況と、バス路線や停留所の変更等もあ
ると思うが町当局はどう把握しているか。 

 

（２）町民交流センター事務運営事業の町民交流センター管
理運営業務委託先選定について、以下の点をお聞きす
る。 

ア．「令和７年度未来ホール運営業務仕様書」の変更の内
容と理由。 

 

イ．指名入札から一般入札への変更の理由。 
 

ウ．業務実績書の内容。 

 
エ．舞台操作管理技術者（A）（B）実務者の内容。 

 

オ．委託契約書に昨年度まであった第９条再委託等の禁

町 長 

 
 

 

 町 長 
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止、第三者に委託、又は下請けさせてはならないとの
条項をいかなる理由で改変し削除したのか。 

 
（３）世界は紛争や戦争が絶えず、飢餓や貧困・格差が拡大、

又、宗教や人種間の対立や相互不信が極端な分断を招
いている状況にある。そこに米国の一国主義とも言え
る貿易・経済戦争が加わり、益々先の読めない様相を
呈している。ひるがえって日本も物価高や米騒動に見
る大臣の見識外れの失態、沖縄での先の地上戦の実相
を顧みようともしない国会議員の言動は、国民、県民
の政治不信へ拍車をかけている。沖縄の空は、昼夜問
わず米軍機が爆音を撒き散らし、６月は沖縄県民にと
って慰霊の月、又、戦後８０年の歴史を考える年なの
である。 

沖縄は、経済的にも軍事的にも相変わらず虐げられ
差別されているのではないかと思うが、住民の福祉向
上を最大の目的とする地方自治体、この一連の動きを
どう捉え,どう政策に活かしていくのか町長の思い、考
えがあればお聞きする。 

 

 

 

 

 
町 長 

質 問 者 ⑩ 大 城 誠 一  議 員 質問の相手 

１．戸籍に読み仮

名記載の改正戸

籍法の施行につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．交通弱者によ

りそう取り組み

について 

 

 

 

 

戸籍の指名に読み仮名を記載する改正戸籍法が 26 日に施

行されると。行政デジタル化の一環で、情報のひも付けがし

やすくなるなどのメリットがある。今後、本籍地の市町村が、

住民票の情報を基に、読み仮名を通知するはがきを発送す

る。との新聞報道がある。 

（１）はがきは主に 6月以降原則として戸籍単位に送られ、

マイナポータルでは 26 日から確認できるとあるが本

町でも対応可能か。 

（２）出生届に記載された読みを自治体が審査するとある

が、キラキラネームが記載された場合の対応は。 

. 

 

 町長は令和 7年度施政方針のなかで、地域に取って望まし

い公共交通サービスの姿を描く「西原町地域公共交通計画」

の策定に着手すると述べている。 

（１）3 月定例議会において、総務部長は「町民アンケート

やワークショップ等において町民意見を丁寧に拾いな

がら、本町の実情に即した計画となるよう努める」と

答弁している。進捗状況を聞きます。 

町 長 
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３．財政援助団体

の活動状況につ

いて 

（２）町長は、健康と福祉のまちづくりの中で「誰もが暮ら

しやすい地域共生社会の実現に向けて取り組む」と述

べている。いま、町民の方々から護佐丸バスのような

地域循環バスはできないのとの声が高まっている。 

ア．我が西原町においても導入すべきと思いますが見解

をお聞きします。 

イ．中城村の護佐丸バスなど自治体が運営している公共

交通の運用状況について調査したことが有りますか

お聞きします。 

 

 

 町から運営補助金補助金を交付している財政援助団体の

活動状況についてお聞きします。 

（１）財政援助団体の団体数並びに補助金総額は。 

（２）補助金額が大きい上位 5団体の活動状況は。 

（３）西原町子ども会育成連絡協議会の活動状況は。 

（４）前年度に解散した団体は有りますか。 

 

 

町 長 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

質 問 者 ⑪ 長 浜 ひろみ  議 員 質問の相手 

１．こどもの貧困

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高齢者福祉に

ついて 

 

 

 

 

 

（１）県外からの寄贈食品を沖縄こどもの未来県民会議が

受け沖縄県内のこども食堂へ寄贈しているが西原町

の受け入れ先はどこか 

（２）令和５年度１，７００食、内、西原町５５０食。令和

６年３７，７５０食、内、西原町１，１５０食の実績

となっているが令和７年度の配布予定は 

（３）西原町ではどこが受け入れ先配布先実績は 

（４）学童保育を運営している施設は対象になるか 

 

 

高齢者の外出時に利用されているタクシー券の過去３年

間の配布実績は何人で何枚かを伺う 

令和 世帯（件数） 枚数 

６年度   

５年度   

４年度   

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．視覚障害者福

祉について 

 

 

 

 

 

 

（１）視覚障害を抱える問題について点字ブロックを町役

場、中央公民館、社会福祉協議会、いいあんべー家、

図書館を抱える周辺道路の点字ブロックが必要では

ないか。 

（２）町民体育館周辺も点字ブロックが必要ではないか 

 

 

 

町 長 

質 問 者 ⑫ 伊 計 裕 子  議 員 質問の相手 

１．平和行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域公共交通

について 

 

 

 

 戦後 80 年の「５・３憲法シンポジウム」において、沖縄

戦の実相と史実を歪め、県民を深く傷つけた西田参院議員の

発言に対しては、西原町議会としても抗議決議を上げるべき

だと思いますが、個人の発言に留まるものではないと思いま

す。あの侵略戦争を美化し、戦争の準備が始まっています。

2 月 18 日に行われた 22 回目となる「陸上自衛隊フォーラム」

は、米軍などの同盟国・同志国の駐在武官のほか、今年初め

て軍事関連企業を招待し、約 40 の企業・団体がブースを出

展。小型無人機や安全保障を専門とする大学の研究者も参

加。「産官学」の初参加となりました。森下陸上幕僚長は、「将

来戦には国家の総力による研究開発速度の向上が求められ

る」と力説。5 月 21 日には、国際的な武器見本市「DSEI 

Japan2025」が開催され、出展企業が過去最大の約 470 社・

団体。ガザ地区で国際法違反の虐殺に加担しているイスラエ

ルの軍需企業も 20 社出展。中谷防衛相が講演で「世界各国

の企業と防衛協力や技術協力を深める機会にしたい」と述

べ、22 日は石破首相が講演で「戦争というものがどれほど

軍事技術を進歩させるか」と述べています。今を戦前にしな

いために、二度と沖縄を戦場にさせないために、町長の決意

を伺います。 

 

 

 町民から「通院や買い物などの外出にあたっての公共交通

手段を何とかしてほしい」という声が寄せられています。地

域公共交通協議会において地域公共交通計画が検討され、今

年度町民アンケートやワークショップなどが予定されてい

るとのことでしたが、以下の点について伺います。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．放課後児童ク

ラブ人材確保に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．はり・きゅ

う・あんまマッサ

ージ助成券につ

いて 

 

５．教育行政につ

いて 

 

（１）協議会は発足されたのでしょうか。 

（２）町民への周知はどのように行うのでしょうか。 

（３）町民アンケートやワークショップの開催予定を伺いま

す。 

 

 

放課後児童クラブへの補助に対しては徐々に改善されて

いるとは思います。現場より「せっかく育てた支援員が他の

市町村へ転職してしまう。キャリアアップ処遇改善をお願い

したい」との声が寄せられました。昨年 12 月に出された「放

課後児童対策パッケージ 2025」について（通知）の「放課

後児童クラブに従事する職員に対する処遇改善」の項でも

『支援員キャリアアップ処遇改善を実施するように』とあり

ます。子どもたちのためにも改善すべきだと思いますが、い

かがでしょうか。 

 

 

 町民より助成券発行についての相談がありました。どのよ

うな手続き方法になっているのでしょうか。 

 

 

 

（１）今年 2 月に国際労働機関（ILO）と国連教育科学文

化機関（ユネスコ）の「教員の地位に関する勧告」適

用合同専門家委員会が、日本の公立学校教員の長時間

過密労働の要因になっている残業代不支給制度につ

いて、日本政府に「適切に報酬を支払う透明性のある

制度」を工夫するよう勧告しました。しかし、政府与

党は残業代不支給制度を維持する教員給与特別措置

法（給特法）改定案を提出し、5 月 15 日衆院本会議

で賛成多数で可決されました。教育長の見解を伺いま

す。 

 

（２）34 万人を超える小中学生が不登校だということが、

2023 年度の文科省調査でわかりました。以下の点に

ついて伺います。 

ア．西原町各小中学校の現在の時点での不登校・登校し

ぶり児童生徒数。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

教育長 
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イ．子ども・保護者への支援方法。 

ウ．「不登校休業制度」の周知方法。 

 

 

 


